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(2) 

平
成
三
年
度
町
長
施
政
方
針

「
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
町e

つ
く
り
」

~' (J) 

平
成
三
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効

率
的
な
配
分
を
行
い
、
都
市

化
の
進

展
に
合
わ
せ
た
環
境
整
備
を
進
め
、

高
度
情
報
化
時
代
に
対
応
し
た
体
勢

づ
く
り
を
図
り
な
が
ら
生
活
優
先
の

諸
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
幸

せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

「
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
町
.
つ
く

り
」
に
遁
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

'1' し報広

総
務
関
係

行
政
改
革
の

一
環
と
し
て
引
続
き

行
っ
て
参
り
ま
し
た

O
A

機
器
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
続
き
庁
舎

に
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
事
務
の
省
力

化
を
図
る
計
画
で
す
。

次
に
、
電
算
は
、
昨
年
度
か
ら
開

発
を
進
め
て
い
ま
し
た
財
務
会
計
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
も
ほ
ぼ
完
成
し
、

平
成
三
年
度
か
ら
金
銭
会
計
シ
ス
テ

長

旭

IIlT 

束村

ム
も
稼
働
し
、
予
算

・

決
算
事
務
の

大
幅
な
省
力
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
昭
和
四
十
八
年
に
策
定
致

し
ま
し
た

重
信
町
総
合
開
発
計
画
は

昭
和
五
十
六
年
に
見
直
し
を
行
い
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の

社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
を
勘

案
し
本
年
度
か
ら
根
本
的
な
見
直
し

を
行
う
こ
と
と
し
、
本
町
の

二
十

一

世
紀
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
大

綱
を
策
定
す
る
た
め
、
基
本
計
画
審

議
会
を
中
心
に
各
界
各
層
の
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
作

業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

民
生
関
係

国
県
の
施
策
に
合
わ
せ
社
会
福
祉

の
充
実
強
化
と
年
金
、
各
種
医
療
施

策
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
各

種
の
活
動
を
進
め
る
ほ
か
、
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
た
総
合
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
計
画
も
進
め
て
行
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
重
度
身
体
障
害
者
の
方

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
を

新
設
し
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
更
に
社
会
福
祉
協
議
会

の
予
算
で
ね
た
き
り
老
人
に
対
し
、

お
む
つ
の
助
成
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
改
善
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

区
の
要
望
に
応
え
、
実
施
見
込
み
の

も
の
を
農
林

事
業
と
共
に
計
上
し
て

い
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
保
育
所

は
入
所
希
望
者
の
要
望
に
充
分
応
え

ら
れ
る
状
況
に
あ
り
、
よ
り

一
層
の

施
設
設
備
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
が
、
昨
年
度
導
入
の

電
算
を
利

用
し
た
栄
養
計
算
シ
ス
テ
ム
も
各
保

育
所
の
物
資
購
入
や
栄
養
計
算
事
務

の
効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
健
衛
生

本
町
は
恵
ま
れ
た
条
件
に
あ
り
、

住
民
の
健
康
管
理
や
環
境
衛
生
意
識

は
非
常
に
高
く
、
各
種
予
防
医
療
対

策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
生
ゴ
ミ
を
各
家
庭
で
処
理
す

る
た
め
の
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
補
助
の

制
度
を
導
入
し
ま
し
た

。
更
に
空
き

缶
対
策
と
し
て
町
民
会
館
に
空
き
缶

回
収
機
を
設
置
し
、
資
源
の
有
効
利

用
と
環
境
保
全
に
努
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
年
々
噌
加
傾
向
に

あ
る
組
大
ゴ
ミ
等
に
つ
い
て
も
昨
年

に
続
き
大
幅
に
台
数
を
増
や
し
対
処

す
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

産

業

振

興

の

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
最

近
の
農
産
物
自
由
化
や
水
田
利
用
再

編
対
策
等
に
よ
る
厳
し
い
状
況
を
踏

ま
え
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
中
級
農

家
の
育
成
と
都
市
近
郊
の
利
点
を
生

か
し
た
生
産
性
の
高
い
農
業
の
展
開

を
図
る
と
と
も
に
、
近
代
化
の
基
盤

と
な
る
農
道
水
路
等
の
土
地
改
良
事

業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
計
画
で
す
。

ま
た
、
モ
デ
ル
事
業
で
進
め
て
い
ま

す
堀
池
公
園
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

実
施
を
予
定
し
て
現
在
計
画
中
で
す
。

更
に
、
昨
年
度
か
ら
県
立
の
花
き
総

合
指
導
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
本
町
に

お
い
て
進
め
ら
れ
て
お
り
本
年
完
成

の
予
定
で
す
が
、
同
施
設
が
本
町
の

花
き
栽
培
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
代

農
業
推
進
の
た
め
、
農
業
協
同
組
合

に
お
い
て
進
め
て
い
る
カ
ン
ト
リ

ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
本
年
完
成
予
定
で

あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
も
建
設
関

係
経
費
等
に
つ
い
て
応
分
の
補
助
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

更
に
、
地
区
の
強
い
要

望
に
よ
り

着
工
致
し
ま
し
た
上
林
地
域
ほ
場
整

備
事
業
は
引
き
続
い
て
士
山
ほ
か
問

地
区
に
お
い
て
四
十

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
大
幅
な
事
業
増
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
道
前
道
後
国
営

二
期
事
業

は
昨
年
度
は
ド
林
八
幡
に
お
い
て
サ

イ
ホ
ン
工
事
が
行
わ
れ
今
年
度
は
佐

川
ダ
ム
等
の
基
礎
調
査
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

調
査

国
土
調
査
で
は
、
昨
年
度
現
地
測

量
が
完
了
し
た
牛
測
地
区

一
・
九
五

平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の

登
記
と
問
窪

地
区
二
・

五
六
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

国

土

エ

業
団
地

各
方
面
か
ら
強
い
要
望
の
出
て
お

り
ま
し
た
正
業
団
地
の
造
成
に
つ
い

て
は
、
国
県
の
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

一一一シートベルトは正しく着用しましょう一一一



ぶ

林
業
振
興

林
業
経
営
者
の
生
産
性
の
向
上
と

経
営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
の
林
道

整
備
費
と
森
林
総
合
整
備
事
業
の
経

費
を
計
上
致
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、

松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の
薬
剤
の
空

中
散
布
や
伐
倒
駆
除
は
引
き
続
い
て

実
施
す
る
計
画
で
す

。

次
に
、
皿
ヶ
嶺
地
区
に
お
い
て
進

め
て
い
ま
す
森
林
利
用
高
度
化
対
策

事
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
ア
メ
ニ
テ

ィ
と

し

て
遊
歩
道
、
キ
ャ
ン
プ
場
及

び
山
小
屋
等
の
施
設
の
整
備
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
風
穴

に
至
る
林
道
舗
装
と
周
辺
の
森
林
整

備
を
計
画
し
て
い
ま
す

。

の

の'-1' し

商
工
業
の
振
興

商
工
会
館
を
拠
点
と
し
て
地
域
の

活
性
化
と
多
様
な
経
済
活
動
に
対
処

す
る
た
め
、
関
係
団
体
の
育
成
強
化

に
務
め
ま
す
。

土
木
関
係

報広(3) 

高
速
道
路
の
建
設
や
国
道
十

一
号

線
バ
イ
パ
ス
も
順
調
に
進
捗
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
国
道
及
び
県
道
を
結

ぶ
上
村
大
橋
も
昨
年
完
成
し
、
本
年

度
は
こ
れ
に
関
連
す
る
牛
湖
上
村
線

な
ど
の
主
要
町
道
の
拡
幅
改
良
と
各

地
域
の
生
活
関
連
道
路
の
改
良
舗
装

を
推
進
し
、
高
速
交
通
時
代
に
対
応

し
た
環
境
整
備
を
引
き
続
き
積
極
的

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
高

速
道
路
関
連
環
境
整
備
事
業
及
び
区

画
整
理
事
業
に
関
連
す
る
平
松

上
樋

線
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
現
在
検
討

中
で
あ
り
ま
す

。

都
市
下
水
に
つ
い
て
は
、
横
河
原

地
区
に
お
い
て
集
水
区
域
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
全
町
に
わ
た
る
下
水

道
基
本
計
画
を
進
め
る
計
画
で
す

。

ま
た
、
野
田
地
区
に
お
け
る
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
本
年
度
か

ら

工

事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
区
域
内

の
道
路
、
水
路
及
び
公
園
の
整
備
を

実
施
し
、
土
地
の
整
地
工
事
に
つ
い

て
は
特
別
会
計
で
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
業

次
に
本
町
の

ふ
る
さ
と
創
生

事
業

に
つ
い
て
は
、
昨
年
基
本
調
査
費
を

計
上
し
具
体
化
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
子
ど
も
か
ら

老
人
ま
で

家
族
全

員
で
楽
し
め
る
「
総
合
運
動
公
園
」

と
.
し
て
本
年
度
か
ら
事
業
費
を
新
設

し
基
本
設
計
を
進
め
る
予
定
で
す

。

消
防
関
係

消
防
力
の
強
化
と
機
動
力
向
上

の

た
め

、

消
防
蔵
置
所
を
増
設
す
る
ほ

か
小
型
ポ

ン

プ
及
び
積
載
車
の
購
入

を
計
画
し
て
い
ま
す

。

ま
た

、

防
火

水
槽
及
び
消
火
栓
を
設
置
し
消
防
施

設
の
充
実
に
も
努
め
る
と
と
も
に
住

宅
増
の
地
区
に
防
災
行
政
無
線
の
子

局
増
設
も
計
画
し
て
い
ま
す

。

3 小 教
フ。 中 .

jl Z 育
ド目F ・

のと 爪
各も v _，

施に J.r=
設校 事庇
整合
侍 凪
主客 宍
千培

し
、
県
下
に
誇
る
教
育
環
境
と
な
り

ま
し
た

。

ま
た
、
設
備
に
つ
き
ま
し

で
も
O
A

機
器
の
整
備
は
も
と
よ
り
、

重
信
中
学
校
で
は
本
格
的
な
パ
ソ
コ

ン
教
育
設
備
が
整
い
、
高
度
情
報
化

時
代
に
即
応
し
た
教
育
を
進
め
て
い

ま
す
。

な
お
、
小
中
学
校
の
建
設
は
終
わ

り
ま
し
た
が
、
古
い
校
舎
等
の
改
修

に
つ
い
て
昨
年
に
続
い
て
北
吉
井
小

学
校
の
大
規
模
改
修
を
計
画
し
ま
し

た
社
教
育

町
民
会
館
を
拠
点
と
し
て
住
民
参

加
の
社
会
教
育
活
動
が
非
常
に
活
発

化
し
、
併
せ
て
文

化
協
会
も
積
極
的

に
事
業
を
推
進
し
、
本
来
の
自

主
活

動
も
益
々
盛
ん
に
な
っ

て
お
り
、
本

年
度
も
各
種
団
体
の
育
成
に
努
め
ま

す
。図

書
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
は
開

館
以
来
内
容
の
充
実
に
努
め
、
蔵
書

も
五
万
九
千
冊
と
な
り
、
年
間
の
利

用
者
数
も
四
万

二
千
人
と
非
常
に
多

く
の
方
に
利
用
項
き
、
ま
た
移
動
図

書
館
や
昨
年
開
催
致
し
ま
し
た

「
大

空
を
彩
る
日
本
の
凧
、
世
界
の
凧
展
」

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
好
評
を

得
て
お
り
ま
す
。
更
に

、

昨
年
夏
期

に
試
行
し
ま
し
た
図
書
館
の
開
館
時

間
延
長
に
つ
い
て
は
好
評
を
得
ま
し

た
の
で
本
年
度
も
同
様
に
実
施
し
、

余
暇
時
代
に
あ
わ
せ
た
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す

。

青
少
年
補
導
費
に
お
い
て
は
、
昨

A
Q玄

年
に
引
き
続
き
小

学
校
低
学
年
を
対

象
に
学
童
保
育
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。

社
会
体
育
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
を
始
め
、
各
小

学
校
の
体

育
館
、
ナ
イ
タ
ー
施
設
、
町
民
プ
ー

ル
、
重
信
川
縁
地
公
園
と
も
に
よ
く

活
用
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
体
力
増

強
と
健
康
管
理
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
高
齢
化
時
代

に
合
わ
せ
て
誰
も
が
手
軽
に
取
り
組

め
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
を
昨
年
に

続
い
て
進
め
る
計
画
で
す
。

A
Q一A
計

特
別

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別

会
計
で
は
本
年
度
は
地
方
債
の
償
還

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
要
望
が

あ
り
次
第
追
加
補
正
を
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

次
に
老
人
保
健
特
別
会
計
で
は
、

前
年
の
実
績
を
も
と
に
町
内
の
老
人

数
千
七
百
五
十
五
人
に
見
合
う
医
療

費
を
計
上
し
て
い
ま
す

。

次
に
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

は
、
被
保
険
者
が
社
会
保
険
加
入
に

よ
り
若
年
層
が
流
出
傾
向
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
三
百
八
十
五
人
減
少
し
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
構
造
的
な

問
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
高
度
化
と
高
齢
化
に
よ
り
、

被
保
険
者
一
人
当
り
の
医
療
費
で
は

約
五
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
に

つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
五
千
四

百
万
円
の
増
額
と
な

っ

て
い
ま
す

。

こ
れ
は
、
主
と
し
て
平
成
元
年
度
分

が
予
想
さ
れ
た
以
上
の
医
療
費
の
伸

び
と
な
り

、

精
算
額
が
概
算
額
を
上

回
っ
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す

。

今
後
は
健
康
管
理
と
相
侠
っ
て
成

人
病
等
の
予
防
面
に
力
を
い
れ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

道
路
改
良
に
伴
う
配
水
管
敷
設
替
え

工
事
等
を
計
画
し
て
い
ま
す

。

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
で

は
、
本
年
度
は
三
・

八
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
整
地
工
事
そ
の
他
道
路
新
設
工
事

等
大
型
予
算
と
し
ま
し
た

。

近
年
は
特
に
厳
し
い
財
政
事
情
の

下
で
行
財
政
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
当
町
に
お
き
ま
し
で
も

健
全
財
政
の
確
保
と
的
確
な
財
政
運

用
に
よ
り
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
し
つ
つ

、

地
域
社
会
の
活
性

化
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
元
年
度
か

ら

導
入
致

し
ま
し
た
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
昨

年
町
営
住
宅
使
用
料
を
減
額
し
ま
し

た
が
本
年
度
も
県
の
動
向
に
も
配
慮

し
な
が
ら

町
有
施
設
の
使
用
料
及
び

手
数
料
の
消
費
税
相
当
額
を
減
額
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。



(4) 

町
議
会
だ
よ
り

一一一

月

平
成
三
年
度
予
算

..... 
A 

議

A
Q一A

伊リ

六
十
八
億
四
千
五
百
万
円
を
可
決

ぶの

重
信
町
議
会
三
月
定
例
会
は
、
三

月
十
二
日
招
集
さ
れ
、

三
月

二
十
二

日
ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

,t ' 
今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
追
加

提
案
も
含
め
、
当
初
予
算
六
件
、
補

正
予
算
四
件
、
粂
例
改
正

二
件
、
工

事
契
約
三
件
で
、
全
議
案
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

し報広

ま
た
、
継
続
審
査
の
平
成
元
年
度

の
決
算
五
件
は
、
原
案
の
と
お
り
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
五
名
の
議
員
か
ら

過
疎
化
地
域
の
対
策

、

環
境
整
備
、

土
地
問
題
、
農
業
問
題
、
老
人
対
策
、

高
速
道
路
周
辺
整
備
、
公
民
館
活
動

な
ど
二
十
二
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

以
下
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
を
ご

紹
介
し

ま
す
。

当
初

予
算

O

一
般
会
計

予
算
総
額
四
十
一
億
百
万
円
(
対

前
年
度

比
十
、
五
%
増
)
で
、
主
な
事

業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

高
生
産
性
地
域
営
農
基
幹
施
設

(
カ
ン
ト
リ

ー

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

)

整
備
事
業
補
助六

六
、
五
八
O
千
円

農
村
総
合
整
備

モ

デ
ル
事
業

九
二

、

O
O

七
千
円

県
営
ほ
場
整
備
事
業
分
担
金

一
七
四
、
0
0
0
千
円

牛
淵
上
村
線
改
良
事
業

一
五
八
、
一
O
四
千
円

土
地
区
画
整
理
事
業

二
九
六
、
七

二
四
千
円

総
合
公
園
整
備
事
業

九
、
二
六
六
千
円

北
吉
井
小
学
校
改
修
工
事

一
三
四
、
五
一
六
千
円

O
住
宅
資
金
貸
付
特
別
会
計

予
算
額
は
、

一
千
十
四
万
五
千
円

(
対
前
年
度
比
五
、
八
%
減
)
で
す
。

O
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
額
は
、
十

一
億
千
五
百
三
十

万
二
千
円
(
対
前
年
度
比
七
、
四
%

増
)
で
す
。

O
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
額
は
、
九
億
五
千
五
百
五
十

万
二
千
円
(
対
前
年
度
比
五
、

二
%

増
)
で
す
。

O
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
額
は
、

一
億
八
千
二
百
二
十

八
万
八
千
円
(
対
前
年
度
比
五
%
増
)

で
す
。

O
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
額
は
、
四
億
八
千
百
一
万
円

で
、
三
年
度
か
ら
野
田
地
区
区
画
整

理
事
業
の
工
事
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た

。

条
例
改

正

幼
稚
園
の
入
園
料
、
公
民
館
使
用

料
、
ナ
イ
タ
ー
使
用
料
な
ど
町
立
の

公
共
施
設
の
使
用
料
か
ら
、
消
費
税

相
当
分
減
額
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ

土
A
F--
ν
h
~
。

一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
図
表

ト を正 し く かぶり まし ょう 一一一一一-............ノ レ メッ



(5) 広報 し げのぶ

平成 3年度会計別予算
性質別経費の図表

(単位:千円)

会計別 本年度 前年度 比 較 FI 'J年度対比 合計比
繰入金 繰出金% % 

般 ぷ~、 言十 4 , 101 ,000 3 ,712 ,000 389 ,000 10.5 59.9 107 ,087 129 , 285 

住貸付宅事新業築特資別金会計等 10 , 145 10 ,770 ム 625 ム 5.8 0.1 222 

老人保健特別会計 1 , 115 ,302 1 ,038 ,860 76 ,442 7.4 16.3 58 ,985 

特国民健康会保険
，l; IJ 計 955 , 502 908 , 166 47 ,336 5.2 14.0 63 ,010 

特簡易別ノド道会事計業 182 , 288 173 ,630 8 ,658 5.0 2.7 11 ,050 

土地区画整理事業 481 ,010 6 ,448 474 ,562 7 ,359.8 7.0 特 ,l; IJ ~ 百十

ぷ口入 言十 6 ,845 , 247 5 ,849 ,874 995 ,373 17.0 100.0 

品4 6 ,715 ,962 5 ,723 , 157 992 ,805 

平成 3年度一般会計歳入歳出予算額
〔歳 入〕 (単位:千円)

手大 本年度予算傾 前年度予算領 上ヒ 申立 合計 比 %
開I 4見 1 ,191 ,763 1 , 137 , 601 54 , 162 29.1 

2 I也 方 議 与 4見 55 ,934 54 ,357 1 ,577 1.4 

3 手 IJ 二千 害 IJ 交 f寸 金 25 ,200 25 , 200 。 0.6 

4 ゴルフ場利用続交付金 30 ,474 30 , 131 343 0.8 

5 自動車取得税交付金 35 ,625 34 , 126 1 , 499 0.9 

6 固有提供施設等所在市町村助成交付金 1 ,090 1 ,090 。

7 I也 方 斗入A 付 F見 1 ,350 ,000 1, 250 ,000 100 ,000 32.9 

8 交通安全対策特 別 交付金 1 ,413 1 ,413 。

9 分 f旦 金 及 ぴ 負 ta 金 254 ,007 99 , 123 154 ,884 6.2 

10 使 用 料 及 ぴ 子 数 料 73 ,638 73 , 177 461 1.8 

11 国 庫 支 け1 金 420 ,007 287 , 214 132 ,793 10.2 

12 lf! 支 出 金 287 ,798 227 , 112 60 ,686 7.0 

1 3 財 産 ~lI. 入 86 ,373 37 ,402 48 ,971 2.1 

14 寄 日付 金 6 ,805 1 ,821 4 ,984 0.2 

15 繰 入 金 107 ,087 106 ,903 184 2.6 

16 繰 越 金 50 , 130 56 , 971 A 6 ,84 1 1.2 

17 諸 ~lI. 入 53 ,856 21 ,684 32 , 172 1.3 

18 IBT 償 69 ,800 266 ,675 ム 196 ， 875 1.7 

歳 人 メロ入 言|ー 4 , 101 ,000 3 ,712 ,000 389 ,000 100.0 

〔歳出〕 (単位:千円)

本年度予算額の財源内訳

款 本年度予算額 前年度予算額 lt 絞 合計比% 疋 財 iJm 
一般財j原

国県支出金 地方債 その他

2義 ~ 三 �!( 86 ,909 82 ,487 4 ,422 2.1 86 ,909 

2 総 務 1主 557 , 119 457 ,313 99 ,806 13.6 26 ,753 105 ,814 424 ,552 

3 民 生 費 590 ,049 551 ,403 38 ,646 14.4 190 ,577 23 ,400 68 ,704 307 ,368 

4 衛 生 E雪 183 ,675 166 ,529 17 , 14 6 4.5 17 ,333 6 , 207 160 , 135 

6 農林水産業費 711 , 277 497 ,64 1 213 ,636 17.4 183 ,322 8.100 195 ,453 324 , 402 

6 商 工 費 7 ,868 6 ,924 944 0.2 7 ,868 

8 土 木 費 701 ,483 784 ,371 ム82 ， 888 17.1 244 ,591 38 ,300 3 ,084 415 ,508 

9 i向 防 1量 226 ,517 196 ,503 30 ,014 5.5 14 ,630 722 211 , 165 

10 教 育 費 622 ,832 576 ,761 46 ,071 15.2 31 , 172 20 ,092 571 ,568 

11 災害復旧費 220 220 。 220 

12 公 {責 費 411 , 051 389 ,848 ‘ 21 , 203 10.0 53 ,353 357 ,698 

1 3 予 備 E雪 2 ,000 2 ,000 。 2 ,000 

歳 出 I仁KE 4 , 101 ,000 3 ,712 ,000 389 ,000 100.0 708 ,378 69 ,800 453 , 429 2 ,869 ,393 

一一ーその 火 その時 すぐ始末/ 一一一



報広 (6) 

元
愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
理
事

現
重
信
町
森
林
組
合
組
合
長

「林
業
団
体
役
員
と
し
て
、
林
業

J

一
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

一

戸
た
。

」

県
政
功
労
知
事
表
彰

愛
媛
県
は
県
政
発
足
記
念
日
の

二
月
二
十
日
、
教
育
文
化

・
地
方
自
治

な
ど
九
部
門
で
県
勢
の
伸
展
や
県
民
福
祉
の
増
進
な
ど
に
功
労
の
あ
っ
た

四
十
三
人
を
知
事
表
彰
し
ま
し

た
。

重
信
町
内
で
は
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま

し
た
。

〔
社
会
福
祉
〕

大西幸子

ぶの'1' 
現
赤
十
字
奉
仕
団
愛
媛
県
支
部
委
員

会
副
委
員
長

現
愛
媛
県
遺
族
会
評
議
員

「福
祉
団
体
役
員
と
し
て
、
社
会

」

一
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し

一

r
た

」

し

〔
農
林
水
産
〕

八木昌延

〔
保
健
衛
生
〕

西野公温

元
北
条
市
温
泉
郡
医
師
会
会
長

「
医
師
会
役
員
と
し
て
、
保
健
医

­

「
療
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
」

〔
保
健
衛
生
〕

1専松田

元
愛
媛
県
予
防
接
種
事
故
調
査
会
副

会
長

現
愛
媛
大
学
医
学
部
教
授

「
豊
富
な
学
識
を
も
っ
て
、
保
健

)

一
医
療
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
一

一
ま
し
た
。

」

※
県
政
発
足
記
念
日
と
は

明
治
六
年
二
月

二
十
日
、
太
政
官

布
告
で
石
鉄
県
(
束
中
子
)
と
神
山

県
(
南
予
)
が
合
併
、
愛
媛
県
が
誕

生
し
た
こ
と
に
由
来
し

、
百
年
目
の

昭
和
四
十
八
年
に
県
政
百
年
を
記
念

し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「印鑑登録証(カード)の

切り替えはもうお済みですか? J 
(切り替え期間は平成 3年 5 月 31 日まで)

A国

臼鑑登録証

舗も
第 34 回町民大運動会

登録醤号

4 月 2 1 日(日)
(雨天時は 4 月 28 日)

場所重信中学校グランド

参加しましょう。みんなで、

住民課印鑑証明係

内線 233 ， 234へ

印鑑登録証明オンラ イ ン化に伴い現在使用中の印

鑑登録証から磁気カ ー ドに切り替えを行っておりま

す。

期間内に切り替えされませんと 6 月 1 日から印鑑

証明書ーが必要な場合、新規登録となりますので忘れ

ず切り替えを行って下さい。

1 .印鑑登録証(カード)切り替え期間

平成 3 年 5 月 31 日まで。

2. 切り替えに必要なもの

印鑑登録証、印鑑(認印)

(出 本人がこれない場合は委任状が必要です。代理

人の印鑑も必要です。

お問い合わせ

重信町役場

宮64-2001



愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
功
績
章
)

永
井
雅
敏

(
内
助
の
功
労
者
)

津
川

ハ
ル
ヱ

(
勤
続
章
)

和
田
久
弘

高
須
賀
正
信

束
村
賢

三

松
原
孝
征

塩
見
十
起
雄

り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
本
人
の
申
請
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
国

民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

金

国

民

年

平
成
三
年

消
防
出
初
式

学
生
も
全
員
入
り
ま
す

四
月
か
ら

二
十
歳
以
上
の
学
生
の

平
成
三
年
重
信
町
・
川

内
町
消
防

出
初
式
が
三
月

三
日
、
重
信
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
、
両
町
消
防
団
員
な
ど

九
百
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
も
国
民
年
金
の
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
料
は
月
額
九
千
円
と
な

っ
て

い
ま
す
が
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う

に
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
前

納
制
度
や
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る

と
便
利
で
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

方
に
は
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す

。

免
除
の
基
準
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

夫
婦
と
子
供
二
人
の
四
人
世
帯
の
例

で
、
国
公
立
大
学
生
が
自
宅
通
学
し

て
い
る
と
、
年
収
約
六
百
万
円
未
満

は
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

年収

約740万円以下

年収

約680万円以下

-免除される一例

(サラリーマン 4 人世帯で学生 1 人の場合)

永岡野大
井田中西

秀利幸
則雄寛夫

立私

愛
媛
県
知
事
表
彰

藤
田
恒
心
渡
部

和
田
勝
信

年収

約600万円以下

年収

約660万円以下

刀
口
一一=ロ

n
n
H
，
i々

国公立

ぶ

愛
媛
県
中
央
消
防
団

連
合
会
長
表
彰

今
井
要
人
若
林
充
孝

桑
原
正
明
杉
本
富
雄

渡
部
清
志
山
口
宗
鹿

山
内
昭
白
石
健

二

岩
田
太
喜
夫

の

...-

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

(
精
績章
)

大
西
美
喜
雄

'1' 

親と同居

親と別居

重
信
町
長
表
彰

渡
部
政
雄

磯
金
逸
馬

高
原
弘

一

松
田
豊
和

武
田
保
昭

友
近
忠
繁

渡
部
正
之

渡
部
民

二

葛
原
昭
夫

安
井
浩

二

相
原
安
雄

菅
能
英
樹

野
中
清
直

野
中
久
樹

高
市
和
博

丹
生
谷
則
篤

高
須
賀
靖

高
市
勝

高
須
賀
政
史

西
村
卯

相
原
彰

高
月
三
千
夫

相
原
修

森
柴

三

岩
田
仁

永
野
通

し

平成 3 年度固定資産課税台帳の縦覧を次のと

おり行います。

縦覧期間 平成 3 年 4 月 1 日から平成 3 年 4 月

20 日まで

午前 8 時30分から午後 5 時まで

(日曜日は除く、土曜日は正午まで)

縦覧場所 重信町役場税務課

※〔平成 3 年度に限り(評価替のため)第 l 期

の納期限は、 5 月末日です〕

毎月発送していた、口座振替用領収書兼通知

書のはがきを、平成 3 年度から経費節減等をは

かる為、 4 月と 10月の年 2 回、お送りすること

にいたしましたので、ご了示下さい。

幸良

口座振替利用者

の方にお知らせ.グ

固定資産課税台帳

縦覧のお知らせ

圃砂年 2 回
送付

広

よだ務

口座振替用
領収書

税

(7) 
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子
宮
け
い
が
ん
・

乳
が
ん
検
診

ぶ

が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

双
方
を
上
手
に
組
み
あ
わ
せ
て
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
重
信
町
で

は
、
年
々
が
ん
検
診
の
受
診
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
が
ん
検
診
の

大
切
さ
が
わ
か
っ
て
き
た
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

下
記
の
と
お
り
、
子
宮
け
い
が
ん

・
礼
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
六

月
十
日
を
除
き
、
二
つ
の
検
診
が
同

時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。
皆
き
ん
す
す

ん
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
当
日
の
混
雑
を
さ
け
る
た
め

地
区
割
を
し
て
い
ま
す
。
都
合
の
悪

い
方
は
保
健
婦
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
事
前

に
健
康
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。
十

一
月
以
降
の
実
施
分
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
に
入
っ
て
か
ら
送
付
し
ま
す
。

の

現
在
死
亡
原
因
の

一
位
と
な
っ
て

い
る
が
ん
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
大

別
し
て
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
ご
次
予
防
」
と
い
わ
れ

食
生
活
や
日
常
生
活
に
気
を
配
り
、

が
ん
の
発
症
そ
の
も
の
を
予
防
す
る

こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
「
二
次
予
防
」
と
よ

ば
れ
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
う
け

て
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
務
め
る
こ
と
で
す
。

〈
日
程
・
場
所
〉
別
表
の
と
お
り

〈
受
付
時
間
〉
午
後

一
時
1

二
時

〈
料
金
〉

子
宮
け
い
が
ん
検
診

本
人
負
担
四

O
O
円

(
町
負
担
二
六
七
O
円
)

礼
が
ん
検
診

本
人
負
担
一

O
O
円

〈
持
参
晶
〉

O

健
康
調
査
票

O

パ
ス
タ
オ
ル
(
乳
が
ん
検
診
を

受
け
ら
れ
る
方
の
み
)

〈
申
し
込
み
方
法
〉

各
組
回
覧
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
組
に
入
っ
て
い
な
い
方
は

地
区
衛
生
委
員
、
又
は
役
場
保

健
婦
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(
宮
六
回
|
ニO
O

ご

〈
申
し
込
み
期
限
〉

五
月
二
十
三
日

(
木
)

実施日 場 所 地 区 害IJ

6 月 10 日 南吉井小学校体育館
南吉井地区で、子宮けいがん検診の
みの希望者

6 月 14 日 北吉井小学校体育館 横河原、樋口、志津川

7 月 11 日 南吉井小学校体育館
播磨台団地、上樋団地、牛沸l団地、
北野台団地

7 月 16 日 北吉井小学校体育館 山之内、樋口、志津川、西岡

7 月 26 日 南吉井小学校体育館 牛湖、南野田、北野田、新村

11 月 15 日 下林集会所 下林、上村

12月 13 日 重信町民会館 志津川、播磨台団地、田窪

12月 17 日 重信町民会館 田窪

12月 18 日 上林公民館 上林

12月 20 日 重信町民会館 見奈良、田窪田地

ポリオ生ワクチン投与のお知らせ
ポ リオは、ポリオウイルスによっておこる病気で、別

名 「小児麻煉」と呼ばれています。 主に小児に発生し、

ときに手足の運動麻療をおこします。

ポリオ生ワクチンは、口から飲む予防接種で、効果を

高めるため、下痢をしていない事が大切です。

今回、下記のとおり実施致します。詳細は、 役場・保

健婦までご連絡下さい。 宮64-2001

投与方法 6 週間以上の間隔をあけて 2 回経口投与します

対 象 重信町に住民票があり、以下に該当する児
( 1 回目) H2年7月 1 日 -H3年1 月 31 日生まれの児
( 2 回目) H2年2月 1 日 -H2年6月 30 日生まれの児
及ぴ 4 才未満の未投与児

日 時 平成 3 年 5 月 14 日伏) 午後 2 時-3 時

場 所 重信町民会館

持参品 母子手帳印鑑

注意事項 0母子手帳の提不のない場合は予防接種を行いま
せん。必ず母子手帳をご持参下さい。

0 当日のお畳の体温を illlJ ってきて下さい。

その他 次回は平成 3 年10月 24 日です。

「献血」がより身近な
ボランティアに

一一新しい採血基準・ 4 月 1 日から施行一一

〈主な変更点〉
* 採血時の最高血圧は、 100mmHg以上で・した
が、 90mmHg以上あればよいことになります。
* 血紫成分採血の採血量は、一律400mQ，から献
血者の意思を尊重し、体重を目安に300-600

mQ，の範囲で、選べることになります。

* 成分献血者の体重は、男女とも 50kg以上で・
したが、男子45kg以仁女子40kg以上となり

ます。
その他、貧血検査や採血の間隔についても、

一部変更されます。
これらの改正内容については、医学的になん

ら問題はありません。

我が国は、血液からつくる血紫分画製剤の90
%以上を外国からの輸入に頼っております。安
全な血液の供給、また倫理上からも圏内完全自
給にむけて、より 一層の御協力をお願いします。
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健 康 相 談 健康づ スク ール

毎月第 1 月曜日、
「病気になると、健康のありがたみがわかる 」 と

よくいわれます。

第 4 月・火・水曜日実施
元気な時から、栄養 ・ 運動・休養に気を配り、病

気になることそのものを予防することが、健康づく

りの第一歩です。
重信町では、 7 月、 8 月 、 12月を除く毎月、健康 日頃の生活を見直し、積極的に健康づくりにとり

相談を各地区で実施しています。 くむため、 「健康づくりスクーjレ」を 4 回コースで

血圧測定に限らず、日頃健康について疑問に思っ 開催しています。 2 回目以降は、下記の通りです。

ていることや、病気のことで不安に感じていること 皆さんおきそいあわせの上、おこし下さい。

などの相談に応じています。 女サ 象 住民

皆さんおさそいあわせの上、おこし下さい。
事斗 金無料

対象 者 一般住民
持 共~ 品健康子帳

場 所 町民会館
~!! 当 者 保健婦 ・ 衛生委員 申し込み方法 5 月 11 日までに厚生課 ・ 保健婦まで
料 金 無料 申し込んで下さい。

持参 品 健康子帳(当日発行可) (宮64ー2001 内線 311 、 312)

日時・場所 別表のとおり
健康づく りスクール日程表

測定日 時 間 場 所 月 日 受付時間 スクール 内 d骨p 講 R雨

9 : 00-9 : 30 樋口公民館 第 講演
伊予保健所長

5月 17 日
13 : 30 14 : 00 

、、骨粗しょう症の話

横河原公民館
2 ~ 

一一寝たきりになら9 : 40-10 : 40 組制
l副

14 : 00 15 : 30 
ないために一一" !!ï本真 一

10: 50-11 : 20 志津川公民館
毎月

第 講演
13: 10-13: 40 西岡公民館 6月 21 日

13: 30 14 : 00 
鴨がんの予防

久万保健所長

第 4 月曜日 3 
一一予防の主役は

13 : 50-14 : 30 見奈良公民館 t創
1!i:1 

14 : 00 15 : 30 
あなたです" 橘 史朗

14 : 40 -15 : 40 田窪公民館
講演 松山中央保健所

田窪田地公民館
第 13: 30 14 : 00 

や歯僧服漏の予防
歯科医師15 : 50-16 : 20 7月 12 日 一一歯ぐきから血が

4 でませんか一一仰 藤枝 真

9 : 00-9 : 30 堀池公民館
H魁

14 : 00 16 : 00 歯科衛生士
国 実技

松田智子
楢みがき指導

9 : 40-10 : 30 牛測公民館

10 : 40 -11 : 00 南野田公民館 ミセスのための「歯の健康相談」
毎月 11 : 10-11 : 40 北野田公民館

第 4 火曜日 13 : 10-13 : 40 新村公民館
松山中央保健所では、 「一生 自分の歯で食べよう」

を目標に、 8020(はちまるにーまる)運動、 80歳で

14: 00-14 : 20 播磨台団地公民館 20本自分の歯を残すことをすすめています。

14 : 40 -15 : 10 牛測団地集会所
あなたも歯の健康相談をご利用下さい。

1 日 時 4 月 4 日(村 13時-15時

15 : 30-16 : 00 八反地公民館 5 月 9 日同 " 
6 月 6 日附 " 9 : 00-9 : 30 上林公民館 以下、毎月第 1 木曜日 13時一 15時

9 : 40-10 : 10 下林集会所 2 . 内 容 ①歯科検診
②歯槽ノ ーロー検査

10: 20-11 : 00 上村公民館 ③歯みがき チェ ック
毎月 ④その他13: 10-13 : 30 北野台団地公民館
第 4 水曜日 ※妊婦さんで希望する方には母子手帳の

13 : 45-14 : 10 上樋団地公民館 記入をします。

14 : 40-15 : 00 山之内荒木谷
3 . 申し込み方法

松山市北持田町132 愛媛県松山中央保健
15 : 10-15 : 30 山之内井口公民館 所へ、お電話下さい。

毎第月1 月曜日 13 : 00 -14 : 00 重信町民会館
宮41-1111 (内線 291 ・ 261)

4 . その他 料金無料
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• 
不
燃
物

ゴ
ミ

最
近
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て

の
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

指
定
日

、

指
定
場
所
以
外
に
ゴ
ミ

を
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
と
燃
え
な
い

ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
区
別
し
て
出
し
て

下
さ
い
。

コ

旬
、
、

回

収

の

①
 
回
収
日

月
・
木
曜
日

↓
樋
口
、

志
津
川
、

一曲
岡

火
・
金
曜
日

↓
出
窪
の

一
部
(
柳

屋
酒
店
1

森
川
尚
店
間
よ
り
凶
)

牛
湖
、
南
野
田
、

北
野
問
、
新
村
、

北
野
台
団
地
、
播
磨
台
団
地

水
・
土
曜
日

↓
見
奈
良
、
F

林
、

上
林
、
上
村
、
臼
窪
団
地
、
愛
大
医

学
部
重
信
宿
舎
、
旧
窪
(
柳
屋
酒
店

l

森
川
商
店
問
よ
り
東
)

横
河
原
、

② 

ゴ
ミ
を
出
す
時
間

回
収
日
の
午
前
八
時
ま
で

③ 

注
意
事
項

日
曜
日
、
祝
日
、
地
方
祭
、
節
旬
、

お
盆
、
年
末
、
年
始
は
ゴ
ミ
凶
収
を

し
ま
せ
ん
か
ら
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー

ル
袋
ま
た
は
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

。

• 
粗
大
ゴ
ミ
回
収
に
つ
い
て

ゴ
ミ
以
外
(
ガ
ラ
ス
、
刃
物

、
瀬

戸
物
等
)
の
も
の
を
一
緒
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

④ 

ゴ
ミ
回
収
の
申
込
先

厚
生
課

へ
印
鑑
持
参
の
上
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤ 

料
金

一
H

の
排
出
量
十
瓦
旬
以
下

グ〉

:tJド
l出
量
十
五­
kg 
以
_t: 
有無
料料

不
燃
物
回
収

①
 
回
収
日

一
噌
十h
F
'
1
J
4

E
a
-

-
J

・
し
-
a
l

f
ド

l
J
i
F

・
・

1
f
f

② 

回
収
時
間

正
午
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
聞
に

術
造
り
し
て
所
定
の
場
所
に
出
し
て

く

だ
さ
い

。

③ 

回
収
す
る
不
燃
物

ガ
ラ
ス

・

ビ
ン
類
・

金
物
類
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類

・

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

等
。営

業
用
の
不
燃
物
は
回
収
し
ま
せ

J
。

J'' 

④ 

注
意
事
項

不
燃
物
の
中
に
ゴ
ミ
類
を
絶
対
に

入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

。

う
す
い
ア
ゼ
シ
ー
ト
及
び
ハ
ウ
ス

用
ビ
ニ
ー
ル
シ

l

ト
は
回
収
し
ま
せ

ん
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
に
入
れ
て
不
燃

物
が
出
な
い
よ
う
同
く
街
造
り
し
て

く
だ
さ
い

。

回
収
日
以
外
の
日
に
出
し
た
り
所

定
の
場
所
以
外
の
所
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑤ 

回
収
場
所

-

北
吉
井
地
区

山
之
内
公
民
館
↓
問
え
ん
堤
↓
荒
木

谷
ハ
ス
停
↓
除
ケ
↓
井
口
公
民
館
↓

菖
蒲
瓦
屋
下
手
↓
樋
口
高
曽
渡
↓
横

河
原
公
民
館
↓
横
河
原

二
本
松
↓
横

河
原
愛
媛
新
閉
店
横
↓
樋
口
オ
タ
ビ

↓
志
津
川
皇
大
神
宮
境
内
↓
愛
大
医

学
部
重
信
宿
舎
↓
志
津
川
集
会
所
↓

池
田
商
店
北
側
↓
八
反
地

墓
地
南
東

側
↓
忘
津
川
団
地
ス

ト
ア
ー
西
↓
商

問
集
会
所
↓
西
岡
奥
村
商
店
前
↓
池

ノ
ド
集
会
所
↓
幡
膳
台
同
地
公
民
館

菊
側

-

拝
志
地
区

上
林
(
お
ん
じ
橋
)
↓
上
林
中
筋
集

荷
場
↓
上
林
蔵
置
所
横
↓
二
ノ
瀬
バ

ス
停
↓
八
幡
公
民
館
↓
横
根
公
民
館

↓
五
反
地
公
民
館
↓
別
府
バ
ス
停
北

側
↓
宮
ノ
段
集
会
所
↓
西
ノ
谷
公
民

館
↓
農
協
上
村
支
所
北
側

-

南
白
井
地
区

見
奈
良
公
民
館
↓
刑
務
所
官
舎
↓
出

窪
団
地
遊
園

地
前
↓
田

窪
隻
手
薬
師

寺
北
側
↓
田
窪
集
荷
場
↓
堀
池
公
民

館
↓
牛
洲
団
地
四
棟
南
↓
牛
淵
同
地

六
棟
南
↓
牛
測
団
地

三
十
四
棟
北
↓

愛
媛
銀
行
重
信
支
店
南
側
↓
牛
洲
集

荷
場
↓
浮
島
神
社
西
北
側
↓
北
野
古

団
地
↓
野
田
集
荷
場
↓
大
湧
泉
横
↓

新
村
公
民
館

使
用
済
乾
電
池
田
収

各
公
民
館
、
集
会
所
に
回
収
容
器

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
中

に
入
れ
て
く
だ
さ
い

。

補普歩譲P
r "'_.""{'WJ .~'''， 
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わ 四は 五 四 一 す航

一

せ 一自 詳 u 月
、

が瓦後( ・ 円 一 任 キ皮
、

l口h、 。
、 、

。空 白 自
ド |衛 し を ご 平 受 支日の八航 ~ O 期任 特 服食 衣 計期円初 給 一 応 の衛
さ 八隊 く 除 O 成 付 給分任 O 空、 O ~ 期 別 等事 食 五末)任 与 八 募 自隊

衛い 三愛 は く日 三 期 さ 1 期 ー ) 一 日 二 制 退 も市 住
、

歳 資 衛で
。 八媛 )ま年 間 れ 二 ~ O 終任(年隊 職 す必 三 勤 ( 以 格 官は

「届H 一地役 で四 ま O て O T 期五 ・ 員 手 べ費 五勉 月 k を
)方場 の月 カ手 額 募陸て O 年 O 時会 ー 陸人 当 てが ーー

へ 連総 毎 一 日 円 一二 一 ・上な 無金正 月 当 一 七 集 上 募
お 絡務 日日 分毎~瓦年、)る 料 分( 歳 し
阿 部課 (か のに、 O 、 戸ー 終と でー円 )年

未 て j毎 集支 三
い( ま 日ら 子、そ日陸 o r 、 すの

給 lill
:lL j筒 い上

令 官 Tこ 祭六 当 七の分 J~. 0 時 四 ー f也 。 、
。 ま



粗
大
ゴ
ミ
回
収

①
 
回
収
日

六
月
二
十
八
日

九
月
二
十
八
日

十
二
月
二
十
八
日

三
月

二
十
八
日

② 

回
収
時
間

回
収
日
の
午
前
十
時
ま
で

ぷ、

③ 

回
収
す
る
粗
大
ゴ
ミ

の

テ
レ

ビ
・

冷
蔵
庫
・

洗
た
く
機

・

自
転
車

・

ミ
シ
ン
・
ベ
ッ
ド

・

机
・

イ
ス

・

家
具
・
ふ
と
ん

・

じ
ゅ
う
た

ん
等そ

の
他
の
も
の
に
つ
い
て
は
事
前

に
厚
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

t-f し幸良

④ 

注
意
事
項

広

一
般
ゴ
、

、
:
不
燃
物
(
カ
ン
・
ビ

ン
類
)
は
従
来
通
り
前
記
の
日
程
で

回
収
し
ま
す
の
で
、
粗
大
ゴ
ミ
回
収

日
に
は
絶
対
に
出
さ
な
い
で
下
さ
い
。

ゴ
ム
製
品
・
ビ

ニ
ー

ル
等
(
う
す

い
ア

ゼ
シ
!
ト
・

ハ
ウ

ス
用
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト

)
な
ど
の
産
業
廃
棄
物
及

び
、
事
業
所
か
ら
の

排
出
は
固
く
お

断
り
し
ま

す
。

組
大
ゴ
ミ
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
利

用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ

ま

す
。
排
出
す
る
前
に

も
う
一
度

利
用
で
き
る
か
確
認
し
ま

l
v
ょ
、

7
0

)
 
-l
 
(
 

⑤ 

粗
大
ゴ
ミ
回
収
場
所

一七 下 上 新北北 南 上 播牛 牛 田 田 見 西 ot: 様樋 山"こρ 地
野 樋 磨消l 窪
4口A 野野

団
Aに1
団 団

1f丈、 i章 河 之
団 団

村林 林 キす I也 回田 t也 地 地 沸l 地窪良 岡 }I1 原 口内
区
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ポスト愛護週間

(4 月 14 日 ~20 日 )

心
臓
弁
膜
症

に
つ
い
て

国立療養所愛媛病院

内科医長

西 山 誠一

人
聞
が
生
き
て
ゆ
く

た
め
に
は
、

血
液
が
体
の
す
み
ず
み
ま

で
ゆ
き
渡

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
必
要
と
す

る

エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
供
給
す
る
と
と

も
に
、
組
織
で
作
ら
れ
た
体
に
と
っ

て
有
害
無
益
な
も
の
を
肝
臓
や
腎
臓
、

肺
に
持
ち
帰
り
体
の
外
に
排
出
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
血

液
を
体
中
に
め
ぐ
ら
せ
る
ポ
ン
プ
の

作
用
を
受
け
持
っ
て
い
る
の
が
心
臓

で
す
。
心
臓
の
ポ
ン
プ
作
用
が
な
く

な
る
こ
と
は
そ
の
個
体
の
死
を
意
味

し
ま
す
し

、
ポ
ン
プ
作
用
が
弱
く
な

る
と
体
が
必
要
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
供
給
で
き
な
い
状
態
と
な
り
、

少
し

動
い
て
も
息
切
れ
が
し
た
り
、

息
苦
し

く
て
眠
れ
な
か
っ
た
り
、
あ

る
い
は
体
が
む
く
ん
だ
り
し
ま
す
。

心
臓
が
ポ
ン
プ
と
し

て
働
く
た
め

に
は
、
ポ
ン
プ
の
動
力
源
と
し
て
の

力
が
十
分
で
あ
る
と
と
も
に
、

血
液

が
前
向
き
の
方

向
に
だ
け

流
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ポ
ン
プ
の
動
力
源

に
な
る
の
は

心
臓
の
筋
肉
の
力
で
あ

り
、
血
液
を
前
向
き
に
の
み
流
し
後

向
き
の
逆
流
を
防
ぐ
の
が
心
臓
に
あ

る
弁
膜
の
作
用
で
す
。

心
臓
の
弁
膜

が
正
し
く
働
か
な
く
な
る
と
、

心
臓

の
筋
肉
の
力
は
十
分

に
あ
っ
て
も
体

に
必
要
な
だ
け
の

血
液
を
送
り
出
せ

な
い
状
態
と
な
り
、
先
に
述
べ
た
よ

う
な
症
状
が
で
て
く
る
よ

う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
状
態
を

心
臓
弁
膜
症
と

い
い
ま
す
。

心
臓
の
弁
膜
が
上
手
く
働
か
な
い

の
に
は
二
つ
の
状
態
が
あ
り

ま

す
。

一
つ
は
、
弁
膜
が
硬
く
な
り
十
分
に

聞
か
な
い
た
め
血
液
が
前
向
き
に
流

れ
に
く
く
な
る
状
態
で
、
こ
の
状
態

を

「
狭
窄
症
」

と
い
い
ま
す
。

他
の

一
つ
は
、
弁
膜
が
上
手
く
閉
じ
ず
に

血
液
が
後
向
き
に
逆
流
す
る
状
態
で
、

こ
の
状
態
を

「

閉
鎖
不
全
症
」

と
い

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
状
態
に

し

て
も

症
状
は
似
か
よ
っ
て
い

ま

す
が
、
そ

の
原
因
や
障
害
さ
れ
た
弁
膜
の
部
位

に
よ
り
治
療
の
し
か
た
が
違
っ
て
来

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

心
臓
弁
膜
症
の
治
療
の
仕
方
に
は
、

基
本
的
に
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
薬
を
上
手
く
使
っ
て

コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す
る
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、

弁
膜
症
の
程
度
が
軽
い
と
き
に
有
効

で
す
。
弁
膜
の
障
害
が
強
く
な
る
と

薬
に
よ
る
治
療
で
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
障
害
さ
れ
た
弁
膜
そ
の
も
の
を

治
す
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま

す
。
障

害
さ
れ
た
弁
膜
を
治
す
た
め
に
は
、

通
常
は
、
外
科
手
術
に
よ
り
陣
害
さ

れ
た
弁
膜
を
修
繕
す
る
か
、
ま

た
は

弁
膜
の
取
り
替
え
を
行
な
い
ま
す
。

最
近
は
、
「
狭
窄
」

に
よ
る
弁
膜
症

で
は
、
手
術
を
行
な
わ
な
く
て
も
心

臓
の
中
に
カ
テ
l

テ

ル
と
い
う
細
い

管
を
通
す
、
」
と
で
治
療
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
私
が
出
席
し

た
研
究
会
で
、

別
歳
の
男
性
の
心
臓
弁
膜
症
を
手
術

し
た
症
例
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

平
均
寿
命
を
越
え
た
人
に
ま
で
手
術

が
必
要
か
と
い
う
意
見
と
、
治
療
可

能
な
ら
ば
最
善
を
尽
く
す
べ
き
だ
と

の
意
見
が
相
半
ば
で
し

た
。
結
局
は
、

手
術
を
受
け
た
後
の
そ
の

人
の
「
生

活
の
質
」

が
ど
う
で
あ
る
か
が
問
題

で
あ
る
と
の
結
論
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
が
、

心
臓
弁
膜
症
は
、

日
頃
の
生
活
で
活
動
性
が
維
持
さ
れ

て
い
る
な
ら
.
は
た
と
え
高
齢
で
あ
ろ

う
と
も
積
極
的
に
治
療
可
能
な
疾
患

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

⑧ 
⑧ 
⑧ 
⑮ 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た

明
賀
玲
子

平
岡
ヨ
シ
キ

池
川
隆
子

高
市
正
志

窪
田
懸
治

明
星
方
夫

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

南
野
田

田
窪

見
奈
良

上
村
牛
測
樋
口



幸良広 (12) ぶ

心
身
障
害
者通

所
作
業
所

「
ひ
よ
こ
の
家
」

「

ひ
よ
こ
の
家
」
は
、
見
奈
良
に

あ
っ
て
、
町
内
の
心
身
障
害
者
が
通

所
し
て
、
軽
作
業
、
レ
ク
レ

|

シ
ヨ

ン
等
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
作
業
所
は
、
心
身
障
害
者
が

家
庭
か
ら
出
て
、
地
域
に
接
点
を
持

と
う
と
す
る
場
所
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
含
め
、
よ
り
多
く
の
町
民
の

方
々
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
の
心
身
障
害
者
の
方

々
の
通
所
に
つ
い
て
は
、
い
つ
か
ら

で
も
受
け
入
れ
ま
す
の
で
、
次
の
と

こ
ろ
へ
お
問
合
せ
て
下
さ
い
。

の'1 し

問
合
せ
先

通
所
作
業
所
ひ
よ
こ
の
家

重
信
町
見
奈
良
五
五
八
番
地

雷
六
回
l

三
七
八
ニ

身
体
障
害
者

相
談
員
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
に

障
害
の
あ
る
者
の
更
生
援
護
の
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
身
体
障
害
者
地
域
活
動
の
推

進
・

関
係
機
関
の
業
務
に
対
す
る
協

力
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
関
す

る
援
護
思
想
の
普
及
等
に
資
す
る
目

的
で
、
県
知
事
が
各
町
村
内
の
身
体

障
害
者
の
中
で
、
適
当
と
認
め
た
人

盲
導
犬
は
、
視
覚
障
害
者
が

一
般

社
会
に
と
け
こ
み
、
明
る
く
生
き
る

た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

で
、
暖
か
い
気
持
ち
で
見
守
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

盲
導
犬
は
、
両
親
と
も
お
と
な
し

い
性
質
で
盲
導
犬
に
適
し

た
も
の
の

小
犬
を
出
生
の
と
き
か
ら
厳
し
く
訓

練
し
、
し
つ
け
る
の
で
、
他
人
に
ほ

え
た
り
、
か
み
つ
い
た
り
す
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

盲
導
犬
は
、
心
理
的
に
常
に
視
覚

障
害
者
を
誘
導
す
る
と
い
う
仕
事
を

し
て
い
る
状
態
に
あ
る
の
で
、
み
だ

り
に
声
を
か
け
た
り
、
口
笛
を
ふ
い

た
り
、
手
を
出
し
た
り
し
な
い
で
下

さ
い
。

盲
導
犬
が
体
に
つ
け
て
い
る
ハ
|

ネ
ス
(
盲
導
犬
用
の
胴
輪
)
は
、
主

に
委
託
し
て
い
ま
す
。

重
信
町
で
は
次
の
方
々
が
相
談
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。

。
和
田
孝

山
之
内

。
玉
井
貞
重

上
林

。
井
上
国
義

国
窪

つ

六
四
|
六
七
八

六
四
l

三
五
七
八

六
回
|
八

二
五
四

し、

人
と
犬
と
の
聞
で
、

言
葉
や
気
持
ち

を
交
わ
す
た
め
に
大
切
な
も
の
な
の

で
、
他
人
が
絶
対
に
触
れ
な
い
で
下

支
」
い
。

盲
導
犬
は
、
排
世
に
つ
い
て
も
厳

し
く
し
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
利
用
施

設
内
を
汚
す
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

万
一
そ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た

場
合
は
、
そ
の
責
任
を
利
用
者
に
求

め
て
差
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

盲
導
犬
は
、
視
覚
障
害
者
の
第

二

の
目
と
し
て
そ
の
行
動
を
助
け
る
役

割
を
果
た
し
ま
す
の
で
、
通
常
靴
を

は
い
た
ま
ま
出
入
り
で
き
る
施
設
の

場
合
は
、
盲
導
犬
を
主
人
の
座
席
の

横
に
す
わ
ら
せ
る
等
で
き
る
だ
け

主

人
に
付
き
添
わ
せ
る
こ
と
に
ご
協
力

下
さ
い

。

愛大病院の

土曜日休診について

交通事故相談所

(無料)のご案内
愛媛大学医学部附属病院では、 4 月 20 日(土)

から、土曜日の外来診療が全診療科休診とな

ります。

これは、国家公務員の週休 2 日制に向けて

の週40時間勤務制試行が全国の国立大学病院

で実施されることとな ったことに伴うもので

す。

なお、同病院では、救急患者等については

新年度設置予定の救急部で対応するなど、で

きる限り患者サービスの低下にならないよう

配慮するとして、このことについての理解と

協力を求めています。

お気軽にご利用下

愛媛県では、交通事故について常設相談所を

設けています。

交通事故でお困りの方は、

さし、。

愛媛県交通事故相談所

松山市 一番町 4 丁目 4 -2 

愛媛県庁第二別館 l 階

fr41-2111 (内線) 2457 

相談時間

午前 9 時から午後 4 時まで毎週金曜日は、

弁護士相談日です。

日は 「防火の日 」一一一月毎



憲
法
週

ぶ

五
月
三
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

全
国
の
裁
判
所
で
は
、
毎
年
、
憲
法

記
念
日
を
中
心
と
す
る
五
月

一
日
か

ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
を
憲
法
週
間

と
し
、
法
務
省
や
日
本
弁
護
士
連
合

会
の
協
力
を
得
て
、
講
演
会
等
の
各

種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

民
主
主
義
を
基
調
と
す
る
日
本
国

憲
法
は
、
法
の
支
配
の
原
則
を
採
用

し
て
い
ま
す

。

民
主
主
義
は
、
本
質
的
に
は
、
個

人
の
尊
厳
の
確
保
、
個
人
の
自
由
と

平
等
の
保
障
な
ど
を
目
標
と
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
国
憲
法

も
基
本
的
人
権
を
広
く
保
障
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
の
権
利
が
保

障
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
他

人
の
権
利
と
の
共
存
も
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
民
主
主
義
の
下

に
お
け
る
個
人
の
権
利
は
、
法
に
よ

っ
て
他
人
や
国
家
権
力
に
よ
る
不
当

の,t ' し幸良広(13) 

聞
を
迎
え
て

な
侵
害
か
ら
保
護
さ
れ
る
と
同
時
に
、

公
共
の
福
祉
等
の
要
請
に
よ
り
そ
の

限
界
が
画
さ
れ
、
権
利
の
共
存
が
図

ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
法
に
よ
っ
て
国
民

の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
社
会
秩

序
を
確
立
す
る
こ
と
を

法
の
支
配
と

い
い
、
こ
れ
は
、
民
主
主
義
国
家
に

お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
も
の
な
の
で
す
。

裁
判
所
は
、
憲
法
の
番
人
と
し
て
、

憲
法
や
法
律
に
従
っ
た
公
平
な
裁
判

を
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
基
本
的
人

権
を
守
り
、
正
義
を
実
現
し
、
法
の

支
配
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た
し
て

長
C
宇
品
lレ
h
~。

し
か
し
、
民

主
主
義
国
家
に
お
け

る

法
の
支
配
を
支
え
る
に
つ
い
て
、

最
も
重
要
な
の
は
、
国
民

一
人

一
人

が
自
ら
法
を
守
る
と
い
う
姿
勢
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

病気からち災害からもノ健康を守ろう
世界保健デー
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i よし日番渡型ら ン 花 ゾ 、で類ま象測まサり天なの かそ日を 111樋邑 ! 
いまご遅つ連北ザ時ザ北すはす台円クま可思 ぢ詰寄芸一-i

j ドロ日日間 22 ヵ: 昌也晶謝同区し違花島す i 
! の 事りどを月圃圃圃とにスすがり植物も j

が豊り最ニー・・・・・・・・・・・・・し 、工 、最よラ物にか
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技術講習会
就業を希望する家庭婦人など

ワープロ(日商検定 3 級)

5 月 14 日 ωー 7 月 5 日幽までの聞の21 日

(ただし、土曜、日曜及び祝祭日を除く)

毎日 9 時30分一 15時30分まで

松山市山越町450番地

愛媛県婦人職業センタ-

30名
無料(教材費一部自己負担)

愛媛県婦人職業センター

4 月 24 日閥、 25 日闘の 2 日間

( 9 時一 16時まで)

プロワ

場

定員

受講料

主催

申込日時

象
目
時

対
科
目

会

和裁(初級)技術講習会
内職を希望する家庭婦人など

和裁(初級)

5 月 7 日ω-6 月 25 日 ωまでの聞の21 日

(毎週 3 日、火、木、金)
毎日 9 時30分 -15時30分まで

松山市山越町450番地

愛媛県婦人職業センタ-

30名
無料(教材費一部自己負担)
愛媛県婦人職業センター

4 月 25 日(榊

象
目
時

場

定員
受務料

主催

申込締切

対
科
目

会

印鑑持参の上、松山市山越町450番地

愛媛県婦人職業センター (ft23-220 1) へ申し込んで下さい。
申込方法

あ

L 、

'つ

標

語

さ

明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り
は
、
先
ず
気
持
ち
良
い
あ
い
さ

つ
か
ら
/
と
重
信
町
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
が
町
内

児
童
生
徒
か
ら
「
あ
い
さ
つ
標
語
」
の
募
集
を
し
、
そ
の
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町
内
が
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ば
で
生

き
い
き
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

町
長
賞

あ
い
さ
つ
で

教
育
長
賞

あ
い
さ
つ
は

会
長
賞

元
気
よ
く

佳
作あ

い
さ
つ
で

11 
あ
い
さ
つ
で

あ
い
さ
つ
が

11 
あ
い
さ
つ
は

11 
あ
い
さ
つ
は

は
は
え
ん
で

あ
い
さ
つ
で

聖子

F易

重
中

一
年
平

心
が
ふ
れ
あ
う
町
づ
く
り

南
小
二
年
平
岡

だ
れ
よ
り
さ
き
に
自
分
か
ら

拝
小

一
年
窪
田

え
が
お
で
あ
い
さ
つ
い
い
気
も
ち

重
中
二
年
山
木
優

町
に
あ
ふ
れ
る
き
わ
や
か
笑
顔

重
中
三
年
藤
本
純

町
中
み
ん
な
顔
み
し
り

北
小
二
年
八
木
美

心
の
中
の
ま
ど
ひ
ら
く

北
小
三
年
越
智
健

心
を
つ
な
ぐ
あ
い
言
葉

南
小
三
年
玉
乃
井
雅

笑
顔
で
明
る
く
元
気
よ
く

南
小
五
年
池
川
博
明

お
は
よ
う
さ
よ
な
ら
こ
ん
ば
ん
は

上
小
三
年
菅
能
史
子

わ
た
し
の
心
つ
た
え
ま
す

尚

介

恵 水せ汚すよ含こうの し使柔 をとたリルまがミ ギ-'ilLO.ι 半
ι ま洗んれりくまうとひ焦ょっら少つつり焦たすしスし I草広し~.J_，.LI
31 たい。がまじせし効どげうてかしけた、げわ。てでか 厚子ヨ同吻M~PI
321 をこおすったた果いつ。、いぐてりナたしこし、~ )T 重量 γPUFFEL 

15 主 t を長 j ま努や EZ 究会 tK 255 長???ち Jまを手小づと i
なよくたも吉?とス Iーすろ部 をンのいとなろてきころよ扱すっきくえさほ
うだあ傷に時ポ長 1 に分 おジ汚ま、どをて、とうついかくなら小せう

まなさとが強間ンり少はや とかれす鍋でこゴスが鍋とまらる傷なさるろ
y いはつ i をジか量、汚 し布な。に削すリチあをしし、原でいくコう

土生。、き」かでけの重れ まを己主 傷りつゴ|り焦たよ丁因もこてツ鍋ミ
自活 十かすけ、、重曹\ ーー_ _..-..r.::II ........~I~ __ / う寧に、ともはを
m f て根水ぎを ~うろう鍋の焦げ~ 。になさで傷、長

h 知 にま、これ、使 ミピブーラシ/ 取りびてをた持

がポ貰 ー首ま鋪_..，..--:1・ z 鍋きとしせげれ長
一ン色 星冒乞1史つ~'-，。 か上、まずって符

ーー- ---- らが鍋すにきい鍋

にで汁をーがん し自す水い わつおはつの 。 、はまは
お洗が少個しがほか然こをるそれけとがで底十日戸ては
ち つ 焦しをた、うあにと入，れてなすすきの日光無 う
まてげ、 入四と牛ろりはをれ頑でいい処だま焦もに理鍋与
すくにれっき礼うまが何て固もま最置けすげ日当にの
。だって切はで鍋せれ回煮者、す良ででのがにてお底お
きい煮り、鍋にんるかて 。 ま。のはすで乾干てとの存
、子立にタの限。の繰、はだ 方、。、燥し気そ頑」
o G てしマ底り をり目、残 法鍋隼そして長う固と
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同

同
和
教
育
に

つ
い
て
思
う
(
ニ
)

|

町
民
の
意
識
調
査
か
ら
|

ぷ、

部
落
差
別
の
起
こ
り
に
つ
い
て

一

一
あ
な
た
は
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か。

一

「
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
た
」
と
、

正
し

く
答
え
た
人
が
六
五
・

七
%

で
そ
の
割
合
は
男
女
は
ぽ
同
じ
で

あ
る
。
若
年
齢
層
ほ
ど
数
値
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
学
校
で
の
同
和

教
育
等
の
成
果
が
伺
わ
れ
る
。

「
特
定
の
宗
教
を
信
仰
し
て
い
た

か
ら
」
「
朝
鮮
な
ど
か
ら
日
本
へ

来
た
人
だ
か
ら
」

と
、
答
え
た
人

が
各
年
代
と
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

今
後
の
学
習
内
容
の
設
定
に
、
細

か
い
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

。

「

特
別
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

か
ら
」
「
朝
鮮
な
ど
か
ら
日
本
へ

来
た
人
だ
か
ら
」
と
、
答
え
た

人

の
割
合
が
、
高
年
齢
層
ほ
ど
高
い
。

ま
た
、
大
正
・

明
治
生
ま
れ
で

は
、

「
わ
か
ら
な
い

」

と
、
答
え

た
人

が
三
人
に

一
人
の
割
合
で
あ

る
。
学
習
機
会
の
提
供
と
積
極
的

参
加
が
望
ま

れ
る
。

前
の
聞
い
で
答
え
た
こ
と
に
つ

一

一
い
て
、
い
つ
ご
ろ
知
り
ま
し
た
か
。

一

のt1' し幸良広(15) 

。
部
落
差

別
の
起
こ
り
に
つ
い
て

知
っ
た
年
齢
が
、
昭
和
四
十
年
代

手口

孝女

生
ま
れ
の
人
で
は
、
小
中
学
生
の

こ

ろ
が
九
六
・

四
%
で
あ
る
。
こ

れ
は
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
の

結
果
で
あ
ろ
う

。

昭
和

一
桁
や
大
正
・

明
治
生
ま

れ
で
十
五
歳
ま
で
に
知
っ
た

人
が

、

そ
れ
ぞ
れ
四
七
・

一
%

、

四
八

・

八
%
と
高
い
こ
と
は
、
そ
の
年
齢

当
時
に
、

『

だ
れ
か
ら
』
『
ど
の

よ
う
に
』
知

Aり
さ
れ
た
か
が
問
題

で
あ
る
。

。
今
日

の
よ
う
な
同

和
教
育
の
な

か
っ
た
大
正
・

明
治
時
代
に
生
ま

れ
た
人

の
七
六
・

二
%
が
青
年
期

ま
で
に
知
っ

て
い
る
。

こ

の
こ
と

か
ら
、
こ
の
人
た
ち
が
生
ま
れ
育

っ

た
時
代
に
は
、
現
在
よ
り
も
顕

在
化
し
た
差
別

が
多
か
っ
た
こ
と

が
伺
え
る
。

: すて
: か知部 :

。 つ落 :

た差 :
き JJIJ : 
つに
かっ
けい :
はて :
何
かは ;

らじ :
でめ :

。
部
落
差

別
に
つ
い
て
知
っ
た
き

っ
か
け
が

、

若
年
齢
層
ほ
ど
「
学

校
の
授
業
で
お
そ
わ
つ
た
」
と
、

答
え
て
い
る

人
が
多
い
。
こ

れ
は
、

昭
和
四
十
九
年
以
降
教
科
書
に
記

述
さ
れ
学
校
教
育
の
中
で
本
格
的

に
取
り
組
ま
れ
た

こ
と
か
ら
で
あ

ス
v。

昭
和
二
十
年
代
以
前
に
生
ま
れ

ヨ民
同

た
人
の
四
四
・

三
%
の
人

が
「
家

族
か
ら
聞
い
た

」

と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
に
、
家
族

か
ら
予
断
と

偏
見
に
も
と
づ
く
考

え
方
で
知
ら
さ
れ
て
い
た
と

し

た

ら
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ

う
に
、
学
校
教
育
で
同

和
問
題
と
正
し
い
出
合
い
を
し
て

い
な
い

人
に
対
し
て
は
、
同
和
問

題
に
つ
い
て
の

正
し
い
理
解
を
深

め
る
学
習
が
必
要
で
あ
る
。

テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

開
催
の
お
知
ら
せ

(
重
信
テ
ニ
ス
協
会
員
募
集
)

重
信
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
テ
ニ

ス
ス
ク
ー
ル
生
及
び
全
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

春
風
の
中
、
き
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま

し
ょ
う
/

O

練
習
日
・

時
間

毎
日
曜
日
午
前
十
時

i

十
二

時

O

練
習
場
所

重
信
河
川
敷
公
園
コ
|
卜

(
田
窪
)

O

レ
ッ
ス
ン
料

月

一
、
0
0
0
円

。

年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。

O

問
い
合
せ
先

重
信
町
テ
ニ
ス
協
会

町
民
会
館

(宮
六
回
l

一
五
O
O
)

ま
ち
づ
く
り
講
座

「
家
庭
の
ゴ
ミ
を
見
直
そ
う
」

一
一月
十
八
日
(
月
)
婦
人
会
を
中
心

に
参
加
者
を
募
り
、
愛
媛
大
学
教
授

の
向
井
康
雄
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
講
座
が
聞
か
れ
ま
し
た

。

ゴ
ミ
問
題
の
中
で
も

「
家
庭
の
ゴ

ミ

」
に
テ
l

マ
を
し
ぼ
り
、
先
生
か
ら

適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
項
き
ま
し

た
。

講
義
の
あ
と
清
掃
セ
ン
タ

ー

で
説

明
を
受
け
た
の
で
す
が
、
自
分
た
ち

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
が
い
か
に

大
切
か
よ
く
わ
か
り
ま
し
た

。

米
年

度
は
婦
人
会
も
ゴ
ミ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
す

。

交
通
茶
屋
開
設

三
月
十
五
日
、
県
道
森
松
重
信
線

の
南
野
田
に
お
い
て
、
交
通
茶
屋
が

開
設
さ
れ
ま
し

た
。

こ

の
交
通
茶
屋
は
、
重
信
町
身
体

障
害
者
協
助
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で

、

今
回
も
松
山
東
署
、
安
全

協
会
の
協
力
を
得
て
実

施
さ
れ
、
会

員
た
ち
は

、

飲
物
な
ど
を
手
渡
し
な

が
ら
「

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す

U

と
交
通
安
全
の
推
進
を
呼
び

掛
け
て

い
ま
し
た
。

.
‘ド

1
4
4

e
t
i

-
-
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ぶ

月

。。

重信町教育相談室

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下きい。秘密は厳守します。

日時毎週水曜日 月 日 相談員

13 : 00 -17 : 00 3 近藤栄宏
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